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ⅡⅡ  ２２００２２４４年年度度教教職職実実践践演演習習  概概要要  

１ ２０２４年度「教育実習」・「教職実践演習」年間予定 

月日 教育実習 教職実践演習 
4月２７日（土） ・説明会   概要説明、年間スケジュール説明 
4月以降随時 ・教職関係学習室で学習指導案作成等の相談受付 
5月～9月 
（10月～11月） 

・実習校での教育実習  

6月～7月  

・「教職に関する演習」班分け発表、班長決定 

・「教職に関する演習」のテーマ、 
   授業略案づくり（班毎の自主的な活動） 
・履修手続き（詳細については別途周知） 

7月～9月  
・教育実習後の意見交換（班毎の自主的な活動） 
・「教職に関する演習」のテーマ、 
   授業略案づくり（班毎の自主的な活動） 

9月初旬  
・教科に関する演習（理科）の実習希望日・ 

  テーマの提出 

９月下旬～ 
10月初旬 

 

・・オオリリエエンンテテーーシショョンン((オオンンデデママンンドド))  

教科に関する演習の説明 
・班活動（教職に関する演習のテーマと 

概要作成のための話し合い） 

10月５日（土）  
・講義 
・フィールドワーク希望調査を提出  

・教職に関する演習Ⅰのテーマと概要を提出 

10月 12日（土）  
・講義 
・教職に関する演習Ⅰの学習指導案を提出 

  （班毎に授業の練習） 

10月 19日（土）  

・教職に関する演習Ⅰ 
授業組み立てと練習（１講時目） 
同じ教科内で授業を実施（２講時目） 

 （他の班からの評価を受けて授業の見直し、班毎授業の練習） 

11月９日（土）  
・教職に関する演習Ⅱ 
他教科の班に対して授業を実施、公開授業 

 （１～３年生で教職に関する授業受講者も生徒役で参加） 
10月～12月  ・教科に関する演習（１教科を選択履修） 
12月中旬まで  ・各高校でフィールドワーク（詳細調整中） 
12月下旬  ・レポート提出（フィールドワーク後） 

※ 斜斜体体のの項項目目は「教職実践演習」クラスルームを利用します。 
各自、定期的にクラスルームを確認するようにしてください。 

※ 班毎の活動にもクラスルームを利用することができます。（詳細は後日連絡） 
※ クラスルームの他、講義に関する諸連絡を東北大 DC メールあてに送信するこ
とがあります。 

※ 11/16（土）（午前）は予備日です。 
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２ 教職実践演習の全体像 

（１）オリエンテーション（２コマ） （２）教師として必要な資質能力に関する講義（４コマ） 

（３）教職に関する演習 （４コマ） （４）教科に関する演習 （２コマ） 

（５）フィールドワーク （３コマ） （６）全体まとめ最終レポート作成 

 

３ オリエンテーション ９月下旬～１０月上旬 オンライン（オンデマンド） 

  内容：教職実践演習の概要説明、教科に関する演習説明、教職に関する演習の班活動 

 

４ 教師として必要な資質能力に関する講義 

（１）「学校の社会的役割と教員に求められる資質」～教員とはどんな職業か～ 

宮城県教育庁教職員課 県立学校人事専門監 佐竹 潤一 

１０月５日（土）１講時 

内容：使命感、責任感、教育的愛情に関する事項 

①  学校の社会的役割（新学習指導要領、社会に開かれた学校）など 

②  教員に求められる資質（教員の仕事、やりがい）など  

（２）「教員採用に見る社会性・対人関係能力」～なぜこの力を求められるのか～ 

宮城県教育庁教職員課 課長補佐 畠山 喜礼 

１０月５日（土）２講時  

内容：社会性、対人関係能力に関する事項 

①  「社会性」「対人関係能力」とは   ②  教員に求められる資質 

③  みやぎの教員に求められる資質能力 

（３）「生徒理解・学級経営」 

宮城県教育庁高校教育課 課長補佐 大越 貞人 

１０月１２日（土）１講時 

 内容：生徒理解・学級経営に関する事項 

①  宮城県の生徒指導に関する現状と課題   ②  生徒理解 

③   学級経営 

（４）「“今”求められている授業」 

～生徒を「主語」にした授業づくり 教師に必要な意識と資質・能力～ 

宮城県教育庁高校教育課 課長補佐 上遠野 裕子 

１０月１２日（土）２講時 

 内容：教科内容の指導力に関する事項 

   ①  どんな授業を構築したいか   ②  授業で生徒にどんな力を付けたいか 

   ③  今求められる資質・能力とは  ④  本県高校教育の現状と課題 

   ⑤  どんな授業が求められているか 

 

５ 教職に関する演習 

  演習Ⅰ １０月１９日（土）１講時～２講時  

演習Ⅱ １１月 ９日（土）１講時～２講時  

 

 教育学研究科准教授 松本 大、教育学研究科講師 伊藤 文人 

角田高等学校校長 井上 健一、石巻西高等学校校長 若林 春日、特任教授 青山 勝 
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演習Ⅰ：同じ専門の学生２名～４名の班で、生徒の学習意欲を向上させるような授業をつく

る。同じ教科の他の班に対して授業を実施して互いに評価し合う。 

演習Ⅱ：教科が異なる３班でグループを構成する。グループ内でそれぞれの班が他の班に対

して授業を実施して互いに評価し合う。公開授業として実施する。 

 

６ 教科に関する演習 

（１）国語 １１月 ９日（土）３講時～４講時 文学研究科教授  横溝 博 

  ・「古典学習における翻案小説の利用の意義について─室生犀星「巴」を例に─」というテー

マで、ディスカッションをとおして理解を深めた。まず３講時では、近年の学会の動向と

して古典作品の翻案や現代語訳の活用をめぐって活発に議論されている現状を紹介した。

この座学を受けて、４講時では、室生犀星の王朝小説「巴」を通読し、これを古典学習の

教材として活用する可能性について考え、コメントをクラスルームに投稿した。そして、

投稿の内容を参加者全員で共有したうえで、テーマについてディスカッションを行った。 

（２）英語 １２月 ７日（土）３講時～４講時 文学研究科教授  小泉 政利 

  ・教材研究に関わる演習を行った。まず、英語と日本語の異同を意識した学習英文法の指導

法についての参考資料を読み込んだ後、学生が各自で二次述語に関する授業計画を考えた。

それを踏まえて班に分かれてディスカッションを行い、各班でそれぞれ授業計画を立案し

た。最後に、班毎に立案した授業計画を発表し、全員で議論して理解を深めるようにした。 

（３）社会 １１月１６日（土）３講時～４講時 文学研究科教授  田代 志門 

・前半は、教育実習の振り返りを通じて社会科教育の現状と課題について整理した。後半は

中学校や高等学校での薬害教育に関する基本的な知識を学んだうえで、グループに分かれ

てディスカッションを行った。具体的には社会科教育における薬害教育の位置づけや厚生

労働省の作成した小冊子「薬害を学ぼう」の使用方法について話し合い、その成果を共有

した。 

（４）数学 １１月 ９日（土）と１１月３０日（土）のどちらか１日 ３講時～４講時 

                         理学研究科准教授 長谷川 浩司 

  ・教育実習体験に基づく数学教育についての所見発表、並びに教材研究の一環として試験問

題の作成等を行う。 

（５）理科 １０月から１１月の（火）（木）（金）のいずれか 

理学研究科准教授 金田 雅司  高度教養教育・学生支援機構教授 中村 達 

高度教養教育・学生支援機構准教授 田嶋 玄一 

高度教養教育・学生支援機構准教授 冨田 知志 

・「自然科学総合実験」を利用した理科実験指導演習 

 

７ フィールドワーク 

 １２月 ３日（火） 宮城広瀬高等学校１年生 

 １２月 ４日（水） 仙台南高等学校１年生 

 １２月 ６日（金） 宮城野高等学校１年生 

 ・指定された高等学校に行き、班ごとに教職に関する演習でつくった授業を実施する。 

 ・ホームルーム活動、総合的な学習の時間として高校生との話し合いを行う。 
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ⅦⅦ  ああととががきき  

教教職職実実践践演演習習  ～～教教員員にに求求めめらられれるる資資質質能能力力～～  

 今年度の教職実践演習においても、関係者各位の多大なるご協力とご理解を得て、当初の予定通りの

スケジュールで実施することができた。心より感謝申し上げたい。 

 今年度で１２回目の実施となった教職実践演習は、これまでに教職を志す約１７００名強の学生が受

講している。過去の様々な困難な状況下においても、受講生は本演習に真摯に取り組んできた。特に、

コロナ禍においては、予定していたフィールドワークが直前で中止になるというようなこともありなが

らも、その都度大変な苦労と工夫を重ねて実施されてきた。 

 本演習は個人の研究というよりも他者との協働的な活動が主体となっている。同じ教科を専門とする

学生で班を構成し、フィールドワークが終了する１２月まで継続して活動しなければならない。班員が

互いに協力し助け合いながら、教育実習や教職実践演習での様々な課題に向き合い、その解決に取り組

むことで演習を活性化し、「主体的で対話的な深い学び」を実践することが求められている。児童生徒

たちに探究的な学びの取組がより一層求められる現在、教員がその手本となり生涯にわたり学び続ける

姿勢を示すことが重要である。 

 日本全国で教員不足が止まらない。教員の労働環境やその職務の加重負担、それに伴うストレス、賃

金に関する問題、教員の働き方改革など課題が山積している。これらの課題を解決する有効な手立てを

講じることは、たやすいことではない。「教員はブラックである」というような報道も多い。教員とい

う職業は本当にブラックなのだろうか。私の経験からも確かに責任の重い職業であると思う。しかし、

教育に情熱を向け、教員を志している学生が、その進路を変更しなければならないほど酷い職業だとは

思えない。教員は、国の宝である子供たちの未来を創るとてもやりがいのある職業である。これまで研

究してきた学問を探究しながら、その研究成果を子供たちに伝えることを生業とし、さらに、子供たち

と関わりながら、自己の成長も感じ取ることができる職業でもある。教員の労働環境が徐々に改善され

つつあるのも確かである。高度な専門性と豊かな人間性を兼ね備えた人材を教育界は求めている。 

 教員には、子供たちに最適の学びを提供するため、他者と協働し、組織の一員としても活躍できる資

質・能力が求められている。そして、何よりも他者を理解するコミュニケーション能力が特に大切であ

る。教員の真価が問われるのは、その人間性の豊かさであると思う。自己の能力を過信せず、常に謙虚

な姿勢で、他者を思いやる心を学生時代に大いに磨いてもらいたいと願う。 

教職実践演習は、教育実習とともに「教育実践に関する科目」の集大成として位置付けられている。

本演習を通して、将来、教職に就く者として主体的かつ積極的に自己の目指す教員像に向け鍛錬するこ

とが、各学校現場の教育力の向上に繋がるものと思われる。今後も、教職を志す学生の資質・能力の向

上と実践的な指導力の定着のため、本演習の充実と発展を願いたい。 

最後に、私事ですが３年間、この貴重な演習に関わる機会を得られたことに心から感謝申し上げま

す。今年度末をもって、この任務を離れます。今までありがとうございました。 

東北大学の益々の発展を祈念いたします。 

２０２５年３月                              

東北大学教職実践演習運営委員会 

教職実践演習コーディネーター 

特任教授  青山 勝 
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